
東　北農　業　研　究　　第18　号　（1975）　　　　　　　　　　　－205－

1　泌乳全量には差は認められない。

2　採食率，無脂固形分はわずかに低下する傾向が

ある。

S FCM換算乳量，乳脂率，固形分は低下する。

牛における非蛋白態窒素による飼養試験

′J＼丸孝也・宇佐見　登・早川秀輝・渡辺　実
（福島県畜産試験場）

かを検討したのでその概要を報告する。
1　ま　え　が　き

飼料の蛋白質の代替として，尿素等非蛋白態窒素の

利用及び飼料的価値については，既に検討されている

が，今回非蛋白態窒素化合物の1つであるつU工B（つ－

i11reid．0　エ80butane）を使って，屋外肥育方

式による和牛の君命肥育試験を実施し，これが，発育，

産肉性及び臨床的血液性状にどのような影響を与える

第1表　供　　試　　牛

2　試　験　方　法

1　供試牛

第55東皇及び草刈系統の黒毛和種去勢牛（半兄弟

牛）をそれぞれ第1表のとおり5頭ずつ配置し昭和47

年7月15日から48年5月10日まで，45遇，1群

d頭による屋外肥育を実施した。

区　　　　　 分 1 2 5 4 5 占

対

照

区

生　 年　 月　 日 4 8， 1 1．1 8 4 （～．1 1．2 5 4 8．1 2．2 1 4 8．1 1．　 8 4 （5．1 1．1 7 4 （5，1 1．2 0

父　 牛　 の　 名　 号 5 5 東 豊 5 5 東 皇 5 5 東 豊 草　　 刈 草　　 刈 草　　 刈

開　 始　 日　 令 2 5 8 日 2 5 5 2 0 4 2 4 7 2 5 8 2 5 5

開 始 讐 蒜
0．7 4 廃 0．7 占 0．8 1 1．1 5 0．9 2 0．9 5

試

験

区

生　 年　 月　 日 4 8．1 2．2 4 4 8．1 1．5 0 4 8．1 1．　 2 4 占．1 1．2 7 4 8 ．1 2．1 0 4 8．1 2 ．1 7

父　 牛　 の　 名　 号 5 5 東 皇 5 5 東 豊 5 5 東 豊 草　　 刈 草　　 刈 草　　 刈　 ◆

開　 始　 日　 令 2 0 1 日 2 2 5 2 5 5 2 2 8 2 1 5 2 0 8

開 始 竺 贅 言
0．8 4 毎 0．8 0 0．7 4 1，0 5 1．0 2 0 9 9

2　給与した飼料　　　　　　　　　　　　　　　全期間自由採食させた。粗飼料は稲わら若干（肥育前

渡厚飼料の配合内容は第2表のとおりで，対照区は，　期濃厚飼料の10％を細切混合給与）と全期間イネ科

和牛産肉能力検定第2期用のもの，試験区はDUェB5　　主体の牧乾草を自由採食させた。

％配合のほぼ対照区と同じ栄養水準の飼料をそれぞれ，　　なお，pU工Bの性状等は第5表のとおりである。

第2表　濃厚飼料配合割合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
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第5表　DU工丑の性状と構造式

性　状

色　　　白　色

粒　　径　0．25－0．7m

窒素　分　50．0％以上

粗　白質
換　　算

1875％

二三］i：1

ジウレイドイソブタン

イソプチルアルデヒドウレア

≡：；＞cH：Cく：：：：三ご：‡

る　試　験　成　績

11日当り増体量と体重の推移

1日当り増体量（つ8）は肥育初期においては1．0毎

前後の水準で推移したが，前期終了時点で急激な増体

停滞現象を示し，以後，5月の上旬を除いては急激な

増体停滞はみられなかった。なお，工昭の時期的な変

動は，ほぼ同じような傾向を示し，全期間のDGは対

照区0・778毎，試験区0．854毎とやや試験区が優れた

結果を示した。

開始時における体重は，若干試験区より対照区が高

い水準にあったが，前期中間ころより試験区が優位に

推移し，その傾向は肥育終了時まで変わらなかった（第

1図）。

第1図　1日当り増俸量と体重の推移

2　飼料消費量

肥育前中後期の両区の飼料消費量は大幅な差は認め

尿素一丁→；二言で
酸性触媒

られなかったが，肥育中期において試験区が対照区よ

り若干濃厚飼料を多く消費し，反面後期において対照

区が試験区より，濃厚飼料の消費量がやや多い傾向を

示した（第4蓑）。特にDU工B混合による嗜好性の低

下はみられなかった。

第4衰　飼料消費量

区

分

期

配 稲 牧 D T

A
口
飼

わ 乾 C D

料 ら 草 P N

対

照

区

前 期 1頭当 り 6 04．1 5貸 1 5 5．5 ‘5．5 4 8 4．1

中 期
〝 58 1．5 0．8 15 5．0 8 5．4 4 7 8 ．8

後 期
〝 88 1．9 － 19 2．0 75．5 5 d R 8

全期
〝 1，82 7 5 d O 5 9 8．7 20 2．5 1，55 2．8

1 日当 り 6．1 0．2 1．5 0．7 5．1

試

験

区

前 期 1頭当 り 6 0 8，1 5 8．1 4 7 8 8 8．5 4 7（；．5

中 期
〝 65 1．1 1．7 15 8．4 7 7 1 5 2又d

後 期 〝 58 8．2
－ 19 2．9 8 5 ．1 5 10．4

全期
／′ 1，8 4 7 5 5 7 8 5 7鼠 2 2 18．2 1，52 2．9

1 日当 り 8．1 0．2 1．5 0．7 5．0

1ノ　増体当り養分量

つCPの要求率はほぼ両区とも同程度の水準を示し

たが，一方TDN，濃厚飼料においては，対照区がや

や高い水準を示した（第5蓑）。したがってこのこと

から，DmB混合飼料が若干飼料効率が良いものと考

えられる。
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第5麦　1辱増体量当り姜分量　　　　（％）

区　　　 分 配 合 飼 料 D　C ：P T　工）N

対

照

区

前　 期 7 4 1 0．7 8 5．9 2

中　 期 占．d 4 0．7 5 5．8 8

後　 期 R 7 2 1．1 1 8．5 7

全　 期 7 8 0 0．8 8 占．5 5

試

験

区

前　 期 占．7 8 0．7 8 5．5 5

中　　 期 8．9 5 0．8 2 5．8 8

後　　 期 8．8 8 1．2 8 7 5 5

全　 期 ス5 8 0．8 7 6．0 7

第°表　肝臓機能検査

4　血液化学臨床検査

RaBa　8ySte】m（Rapid・blood Analyー

86日，簡易臨床化学分析器）により肝機能と腎機能

について，肥育終了時点で検査を実施した。

（1）肝機能

A／8比，膠質反応の中で，ZTT，TTT，の2項

目，血清トランスアミラーゼ活性測定として80で，

G】PTのそれぞれについて，検査した結果A／8比及

び，膠質反応は，両区とも正常値範囲より若干低い傾

向を示し，GOTについては，正常値範囲よりはるかに

上昇傾向を示しており，なんらかの肝機能の異常が考

えられる（第°表）。

区 分　 項 目
A ／ G 比 ニ　 T　 T T　 T　 T O　 O　 T G　 P　 T

R a B a 正 常 値 0．7 7
（K a n k l －u ） M a e l a g a n －u K a r m e n ＿u K a r m e n －u

6 ．7 5 ～ 1 5．0 0 ．8 1 ～ 1，4 9 58 ．1 一一 9 0．7 2 1．4 一一 4 1．1

対　　 照　　 区 0．°9 5 ± 0 5．8 8 5 士 2．ロ4占 0．7 2 0 ± 0．1 9 9 1 0 7 1d 7 士 1 5．7 17 5 8．8 5 5 士 5．19 5

試　 験　 区 0．7 0 2 士 0．0 5 5 ．2 6 7 ± 2．D 2 7 0 ．5 5 5 ± 0．0 8 5 1 5 8 ．6 8 7 士 5 5 ．0 8 2 5 5 ．8 5 5 士 2．2 2 9

成　 雌　 牛 ※
0．5 80 8．5 8 4 0．7 0 9 5 8 ．2 0 0 24 ．4 0 0

※　当番試沼尻支場けい養牛の47年度における10頭の平均値

（2）腎機能

尿素窒素，コレステロール，総蛋白，アルブミンの

4項目について検査をしたところ両区とも，RaBaの

正常値範囲にとどまっておった（第7表）。

ただ，と殺解体時に泌尿器系統の検査を行ったとこ

ろ，対照区のd頭中4頭に，程度の差はあったが膀胱

第7表　腎臓機能検査

結石とともに勝胱粘膜に充出血が認められた。このこ

とから，濃厚飼料多給の結果，尿結石症の発生をみた

ものと思われるが，反面DU工B給与区では全く泌尿器

系の結石が認められず，DU工B給与が何らかの結石形

成を阻止する作用があるものと考える。

区 分　 項 目 尿　 素　 窒　 素 コ　レス テ ロ　ール 総　　 蛋　　 白 ア　 ル　 ブ　 ミ　 ン

R a B a 正 常 値 1 6．5 ～ 2 8．5 野 ／ d l 1 0 1 ～ 1 7 4 呼 ／ d l 6．6 0 － 8．2 4 才／ d l 2．0 2 ～ 2．9 8 ㌢／ d l

対　 照　　 区 1 5．° 1 7 士 2，8 1 8 1 5 8 ．5 0 0 士 2 只5 5 5 6．8 0 8 ± 0．5 8 4 2．1 5 0 士 0．1 5 8

試・ ．験　 区 1 8．8 1 7 ± 2．2 1 8 1 2 8．5 0 0 ± 2 2 ，1 5 4 ‘．8 2 7 ± 0．2 9 7 1，9 8 7 ± 0．2 5 4

成　 雌　 牛※
1 8．2 7 4 1 5 2．9 5 0 占．7 2 8 2．8 2 5

※　第6蓑と同じ

5　枝肉の歩留と規格

枝肉歩留は両区ともd5．1％で，と体の格付結果は両

区とも，それぞれ，極上＝5頭，上＝5頭と同じ傾向

にあった。

脂肪交雑及びロース断面積は第8表のとおり若干対

照区が良い結果を示した。
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第8表　枝肉歩留と規格

言 募＼ 枝 肉歩 留 脂 肪 交 雑 ロース芯 面積 格　 付

対 照 区
8 5，1％ 2．8 5 4 1．°（ガ 極上＝ 5

（士 2．15 ） （± 0．7 5） （± 5．0 ） 上　 〔 5

試 験 区
85，1 2．8 7 5鼠 1 極上 こ 5

（± 1．07 ） （士 0．8 2） （± 2．5 ） 上　 ＝ 5

4　要　　　　　約

2種雄牛の慶子去勢牛（黒毛和種）d頑をそれぞれ

5頭ずつ2区に分け，1区は和牛産肉能力検定飼料，

他の1区はDロ工B混合飼料を給与し，その肥育効率を

検討した結果は次のとおりである。

1Ⅰ）（＝ま対照区0．778毎，試験区0．854毎と試験区

がやや優れた結果を示した。

2　飼料消費量は濃厚飼料，粗飼料ともに両区間の

差は認められず，またつⅤ工B混合による嗜好性の低下

はみられなかった。

5　飼料要求率は両区ともほぼ同じ結果を示した

が，やや試験区が低く推移した。

4　肝機能検査において，A／8比，膠質反応におい

ては両区とも特に変化は認められず，ただ，血清トラ

ンスアミラーゼ活性測定値において両区ともGOTが高い

結果を示し，何らかの肝俵能の異常が考えられる。

5　腎機能検査では，特に異常反応は認められず，

ただ対照区にと殺解体時において，勝胱結石及び塀耽

粘膜の充出血がみられた。

d　枝肉歩留および枝肉規格において両区間の大幅

な差は認めなかった。

7　Ⅰ川工85％混合しても，発育，増体と体成揖及

び臨床血液検査結果には，何んら，対照区との差は認

められず，むしろ，試験区では勝胱内結石もみられず，

増体もやや良い傾向を示した。

肉用牛における低Mg血症の発生

帽子剛資・佐藤勝郎・淵向正四郎
（岩手県畜産試験場外山分場）

1　は　じ　め　に

肉用牛の放牧は自然草地利用の粗放的なものから省

力化，土地生産性の向上，規模拡大を目的とした人工

草地利用の集約的なものになっている。これに伴い放

牧病も外科的なものから代謝的なものへと移っている。

1叩1年5～8月，外山分場（以下分場という）で

放牧間もない肉用牛にけいれんを主徴とした疾病が発

生し，調香の結果，低Mg血症と判明した。その後県

内各放牧場に発生が報告され早急な防除法の確立が望

まれる。筆者らは本症に遭遇し，血液，土壌，牧草，

水の無機成分を分析し若干の知見を得たので報告する。

2　発生地の概要

分場は北緯590　47′の北上山地の標高700－1，000

珊の間に約1，dDOhaを有し，傾斜地が多く，年間平均

気温占．1℃で北海道北東部に匹敵する横雪寒冷地であ

る。牧場開設は1878年だが人工放牧地造成は’84年

以降で面軌は58．8ha，うち不耕起造成は55・d haで

革種は現在オーチャードグラス（〇・G）主体である。

，69年から「草地を主体とする肉牛生産技術組立試

険」を実施し供試牛は日本短角種（y），黒毛和種（丑），

へレフォード種（H）の5品種，計約500頭である。

5　発　生　状　況

発生は，71年の10頭を最高に，72年2頭，75年

8頭で発生率は他の疾病に比し低いが致死率が28．6％

とかなり高い。また時期は分場を含め大部分は春の人

工草地で放牧5遇以内がほとんどであるが盛岡市営区

界牧野では秋の発生が報告されている。品種はⅣ種と

H種でB種の発生はなく，分娩後22～80日，2～

9産，4－15才の子付母牛がほとんどであるが2カ

月令の子牛と子無牛各1頭の発生があった。，72年に

は含飼時に本症様症状を尭したものが1頚あり12．5％

MgSO4液の注射で回復したが，発症時の血清Mg値

が1．舶野／dlと高かったので疑似として扱った（第

1図）。また，70年に鼓脹症様症状を発したものがあ

り鼓脹症の治療をしても死亡した例があったが呼吸症

状などからあるいは本症でなかったかと疑われる。


